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1．目的と背景

少子高齢化が進む中、地方自治体では、限られた資源を前提として、公共施設などをど

のように配置するかが重要な課題となっている。住民がサービスを利用しやすいかどうか

は、人口分布だけでなく、交通インフラ条件にも大きく影響される。そのため、施設配置

を検討する際には、移動手段や道路ネットワークを踏まえたアクセス条件を把握すること

が重要である。

こうした背景のもと、移動手段を考慮した空間的な評価を行うことで、サービス圏の実

態をより現実に近い形で捉えることが可能となる。本報告では、ArcGIS Pro に搭載されて

いるロケーションアロケーション分析に着目し、交通インフラと人口分布を踏まえた施設

配置の基本的な考え方を整理することを目的とする。

2．方法

ロケーションアロケーション分析は、人口が分布する地点（需要点）と、施設が立地す

る地点（供給点）との関係を考慮しながら、施設配置やサービス範囲を評価する分析手法

である。都市計画や防災、公共交通計画、商圏分析など、さまざまな分野で活用できる。

ArcGIS Pro では、この分析が Network Analyst の機能として用意されており、道路ネ

ットワークに沿った距離や移動時間を用いて評価を行うことができる。本手法は、施設配

置の効率を高めることを目的としており、どの場所に施設を設けるとよいか、既存施設が

どの範囲の需要を担うのかといった点を検討する際に役立つ。

また、最小インピーダンスや最大カバレッジなど、目的に応じた複数の分析モデルが用

意されており、移動コストをできるだけ小さくしたい場合や、できるだけ多くの人をサー

ビス範囲に含めたい場合など、検討したい条件に合わせて使い分けることができる。分析

では、人口分布を需要点、施設点を供給点として設定し、ネットワーク上の距離関係を考

慮した結果を得ることができる。

3．地方自治体における活用と意義

ロケーションアロケーション分析を用いることで、交通インフラと人口分布を踏まえた

施設配置の評価が可能となる。移動手段の違いを考慮することにより、サービス到達性の

差を把握できる。

本手法は、公共施設の再配置や商圏拠点の配置、交通インフラ整備の優先順位の検討な

ど、地方自治体における政策検討に幅広く活用することができる。人口減少や高齢化が進

行する地域において、限られた資源配分を検討するための客観的な判断材料を提供する点



に意義がある。

ArcGIS Pro を用いた本分析は比較的取り組みやすく、GIS を活用した政策検討の入り口

としても有効である。


